
（別紙１） 

事  業  報  告  書 

事  業  名 社会参加を目的とした 
「ｅラーニングとテレワーク支援」 

申 請 分 野 団体指定寄附・分野指定寄附（②障害者支援分野） 

目 的 

※事業がどのように対象者・利用者の利便性の向上や支援につながったかなど、事業の目

的を記載してください。 

・障害者の「自助努力」をサポートするために、リカレント教育（再学

習）を 

「職業的成長の機会」と捉え、香川県内の障害者（高齢者にも対応）

を 

対象に時代の求めるＩＣＴ関連の知識（中級程度）を学べる環境を提

供 

すると共に観光活性化活動で、Ａ・Ｂ型就労支援事業所などに作業 

委託をする事で経済的な支援をすると共にＩＣＴ分野の人材不足解

消 

に貢献する。 

・「ボランティアアート」として位置付けた「障害者アート」を支援する

事で 

社会参加を実現させると共に、関連で障害者目線のバリアフリー支

援 

（ユニバーサルデザイン）を推進する。 

 

事 業 実 施 の 
地域及び対象

者 

※実施する事業内容の対象地域、対象者数について記載してください。 

・香川県内を対象とするものの広域観光を目的としているので県内

外 

に至る。 

・連携する「Ａ・Ｂ型就労支援事業所など」・・・50 名 

・連携する医療機関のアーティスト（ボランティアを含む）・・・50 名 

 

具 体 的 な 
事 業 内 容 

※実施した事業内容について、具体的に記載してください。 

作業環境を整える為に、活動に連動した最適なホームページを構

築する過程で ICT 環境が日々進化する現状において試行錯誤の結

果、成長型で複数の作業者が先方のクラウドサーバーに入り参加

ができる安価な「docomoビジネス」ホームページ作成システム」が最

適であると判断して当初計画を変更し１月から準備を進め、基本ぺ

ージを完成させた。 

これにより、ICT テレワークネットのメンバー事業者の内、基盤の整

った「朝日園」などと連携して活動を推進できる環境が整った。当初

取り組み予定の「ティーネットヴィグラ」「SCC MCC」とは実務段階で

方向性に齟齬があり現時点での取り組みを中断した。 

・ｅラーニングとテレワークの支援 

時代の流れに沿って、ｅラーニングの直接的教育から事業者への橋

渡しに変更した。 
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・観光活動のソーシャルビジネス化 

坂出市観光協会（別紙資料）などと連携して進めている観光プラン

に関連させた小冊子（ZINE）と観光プロモーションビデオの再編集で

仕事（各種媒体制作）を創出した。 

・情報発信の過程でバリアフリー支援（各種媒体のユニバーサルデ

ザイン化）も同時に手掛けている。連携する鳴門市の「（一社） ＪＣＩ

アクセシビリティ協会（元、ＪＣＩテレワーカーズネットワーク）」とは、バ

リアフリー支援活動の一環として取り組んでいる。 

・ボランティアアートの商品化については、「四国こどもとおとなの医

療センター」のボランティア室と連携して進めており、販売開始は５

月を目標に関係先との交渉が順調に進んでいる。 

・「アーツフェスタたかまつ 2024」は、宗教色が強いとの事で参加を

断念した。 

 

事 業 実 施 の 
効 果 

※事業の実施がどのように今後の法人活動の活性化や基盤強化につながるのかを具体的

に記載してください。 

・活動内容を周知でき、ｅ‐とぴあ香川（Setouchi‐Ⅰ‐Base）で人材を

育成するサポートメンバー候補と繋がった。 

個々人が精神的・身体的・経済的問題に前向きに取り組む過程で

サポートする健常者との交流が深まり、新たな生活環境を手に入れ

る事ができる環境が整った。同時に、高齢者に対しても問題解決に

繋がる。 

・観光プロモーションビデオにより県内外で理解者が増えて広域観

光が進んでいる。 

 

備 考 

※その他、特にＰＲしたいこと等があれば記載してください。 

香川県内での将来を見据えた新たな取り組みにつき、想定以上

の時間を要していますが年々内容が充実し進展しています。 

 
（注）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構

です。 



（別紙２） 

事 業 実 施 の ス ケ ジ ュ ー ル 

年 月 活動内容 対象者 参加 
予定者数 

R5 年 
4 月～ 

7 月 
 
 
 
 
 
８月～ 

9 月 
 
10 月～ 

12 月 
 
R6 年 
1 月～ 

2 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
R6 
3 月 

事業内容 

① ｅ ラーニングとテレワーク 

② 観光プロモーション 

③ ボランティアアート 

④ 販売企画と収益事業 

 

準備段階として、各連携事業者との最終調整 

――――――――――――――――――――――――― 

・ホームページのリニューアルに関して事業者（エーアール

システム）と打ち合わせの段階で仕様と費用面で当初計画

が達成できない事が判明し、条件を基に善後策を相談した

が対策なしでホームページ（ｅラーニングを含む）を一旦保留

とした。 

改めて県内で代替え事業者を探すと共に、各種相談会（イ

ンターネット）に参加して「docomo ビジネス香川支店」が見

つかった（※事業内容に準じた機能を充実させる）。①～

④ 

・観光プロモーションビデオを YouTube に公開（5 月） 

・計画している観光プランに合わせて観光プロモーション 

ビデオを３分版に再編集（2 種）。 

・坂出市の「Saka‐Biz」の相談会で坂出市観光協会と 

現地ツアー（６月実施）のプラン策定や HP と SNS での 

情報発信方法など。② 

・連携先に対して現状で可能な業務を委託した。① 

・ZINE（自由編集の小冊子）の印刷データを観光プランに 

合わせて一部修正し印刷した。 

・観光プランの資料として利用開始。 

・善通寺（売店など）での取り扱い交渉を継続中。④ 

・ボランティアアート作品の制作（四国こどもとおとなの 

医療センターボランティア室）。③ 

 

――――――――――――――――――――――――― 

・連携先利用者への「ｅラーニングサポート」① 

・現状で可能な作業を委託（朝日園） 

――――――――――――――――――――――――― 

・当法人を窓口とした「ＪＣＩアクセシビリティ協会」のｅラー 

ニングを紹介。 

・「海辺のカフカ」現地読書会の準備。② 

・ボランティアアート作品（塗り絵）の下準備。③ 

―――――――――――――――――――――――――

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委託先 
委託先 
委託先 
 
お遍路 
 
メンバー 
 
 
連携先 
 
 
 
 
 
 
参加者 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 名 
2 名 
5 名 
 
 
 
50 名 
 
 
10 名 
 
 
 
 
 
 
50 名 
 
 



 
 
 
R6 
4 月～ 
 

事業の完結と成果報告書の作成。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

以後、継続活動 

 

 

（注１）いつ、どこで、何を、どのように、どのような体制で実施するかなどを、詳細に記載してく

ださい。 

（注２）企画、準備、成果確認や実施後の振り返りなども含めて記載してください。 

（注３）対象者や参加予定者数など事業の規模等が分かるように記載してください。 

（別紙３） 



収  支  精  算  書 
【収入】    
                                （単位：

円） 
項  目 金額 説  明 

ＮＰＯ基金補助金額 ★   400,620  
自己資金計 27,450 ①＋②＋③＋④ 
 ① 参加料収入 0  

② 会費等 0  
③ 寄附金等 0  
⑤ その他 27,450 

 
 

理事長拠出分 

その他助成金等収入計 0 ①＋②＋③ 
 ① 補助金収入 0  

② 委託金収入 0  
③ その他 0 

 
 

※内容を具体的に記載してください。 
 

その他資金収入 0  
合  計 428,070  

  （注）その他助成金等収入はＮＰＯ基金以外の助成金等を受ける予定がある場合に記載してく

ださい。 

【支出】 

項  目 金額 うちＮＰＯ基金 
補助金充当額 

説 明 
（使途、積算根拠等） 

委託費 106,920 106,920 ホームページ作成システム 
印刷費 209000 209,000 朝日園印刷代 
委託費 84700 84,700 観光プロモーションビデオ編集 
委託費 27,450 0 地図修正 
    
    
    
    

合  計 428,070 ★  400,620  
 ★の金額は一致するようにしてください。 

（注）補助申請事業についての収支精算額を記入してください。 

 




